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北

海

道

警

察

官

募

集

■
令
和
８
年
度
︵
第
２
回
︶
北
海
道

警
察
官
採
用
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

～
﹁
道
民
と
と
も
に　

道
民
の
た
め

に
﹂
～

︽
試
験
概
要
︾

⑴
採
用
予
定
人
数
︓
２
５
０
名
程
度

男
性
Ａ
区
分
︓
40
名
程
度

男
性
Ｂ
区
分
︓
１
４
０
名
程
度

女
性
Ａ
区
分
︓
20
名
程
度

女
性
Ｂ
区
分
︓
50
名
程
度

⑵
受
験
資
格

・
学
歴

Ａ
区
分
︓
学
校
教
育
法
に
よ
る
大

学
︵
短
期
大
学
を
除
く
︶
等
を

卒
業
し
た
者
︵
令
和
９
年
３
月
末

日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
を
含

む
︶
※
高
度
専
門
士
の
称
号
を
取

得
又
は
令
和
９
年
３
月
末
日
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
者
を
含
む

Ｂ
区
分
︓
Ａ
区
分
以
外
の
者

・
年
齢

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
21

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

︵
令
和
９
年
４
月
１
日
現
在
で
18

歳
以
上
35
歳
以
下
︶

⑶
受
付
期
間
︓
７
月
１
日
︵
水
︶
か

ら
８
月
14
日
︵
金
︶
17
時
ま
で

︽
北
海
道
警
察
の
魅
力
︾

⑴
﹁
道
民
と
と
も
に　

道
民
の
た
め

に
﹂
警
察
官
の
仕
事
は
︑
交
番
勤
務

や
犯
罪
捜
査
︑
防
犯
活
動
︑
交
通
指

導
取
締
︑
災
害
救
助
等
多
岐
に
渡
り

ま
す
︒
上
司
や
同
僚
︑
部
下
等
の
仲

間
と
共
に
︑
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て

仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒

⑵
﹁
Ｏ
Ｎ
︑
Ｏ
Ｆ
Ｆ
の
あ
る
職
場
︕

仕
事
も
私
生
活
も
充
実
︕
﹂
仕
事
の

や
り
が
い
は
も
ち
ろ
ん
︑
北
海
道
警

察
は
私
生
活
も
大
切
に
す
る
組
織
で

す
︒
休
暇
や
給
料
︑
育
児
や
介
護
と

の
両
立
等
︑
私
生
活
も
充
実
さ
せ
た

い
方
に
と
っ
て
魅
力
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
︒

︽
説
明
会
等
に
つ
い
て
︾

﹁
ま
ず
は
北
海
道
警
察
に
つ
い
て
知

ろ
う
﹂
北
海
道
警
察
で
は
︑
各
種
説

明
会
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま

す
︒
ま
ず
は
︑
説
明
会
等
に
参
加
し

て
︑
北
海
道
警
察
に
つ
い
て
知
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
︒
説
明
会
等

の
案
内
は
︑
北
海
道
警
察
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
採
用
セ
ン
タ
ー
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
御
覧
く
だ
さ
い
︒

　

北
留
萌
消
防
組
合
で
は
︑
令
和
９

年
度
︵
新
規
︶
採
用
の
職
員
を
募
集

し
ま
す
︒

北
留
萌
消
防
組
合

採
用
資
格
試
験

︽
試
験
区
分
︾
新
規
採
用
︵
一
般
消

防
職
員
及
び
救
急
救
命
士
︶

︽
受
験
資
格
︾

・
一
般
消
防
職
員
︓
︻
年
齢
︼
昭
和

61
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
︑︻
学
歴
︼
高
等
学
校
卒
業
︵
専

門
学
校
・
短
大
・
大
学
卒
業
︶

・
救
急
救
命
士
資
格
取
得
者
又
は
取

得
見
込
み
者
︓
︻
年
齢
︼
昭
和
61
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
︑︻
資

格
︼
救
命
士
資
格

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者
︑
地
方

公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
す
る
者
は

受
験
で
き
ま
せ
ん
︒

※
別
途
︑
身
体
要
件
が
あ
り
ま
す
︒

︽
受
付
期
間
︾
６
月
11
日
︵
木
︶
～
７

月
31
日
︵
金
︶　
※
郵
送
で
応
募
す
る

場
合
は
７
月
31
日
の
消
印
ま
で
有
効

︽
試
験
日
時
︾
８
月
25
日
︵
火
︶

・
一
般
消
防
職
員
︓
９
時
30
分
～
17

時
30
分

・
救
急
救
命
士
資
格
取
得
者
︓
11
時

～
17
時
30
分

︽
試
験
会
場
︾
北
留
萌
消
防
組
合
消

防
本
部
︵
羽
幌
町
南
５
条
４
丁
目
６

番
地
︶

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

・
北
留
萌
消
防
組
合
消
防
本
部
︵
羽

幌
町
南
５
条
４
丁
目
６
番
地
︶

☎
０
１
６
４
︵
６
２
︶
１
２
２
０

・
北
留
萌
消
防
組
合
消
防
署
庶
務
課

︵
羽
幌
町
南
５
条
４
丁
目
６
番
地
︶

　

天
塩
川
下
流
域
の
河
川
工
事
に

よ
り
生
じ
た
樹
木
を
無
償
提
供
し

ま
す
︒
使
用
用
途
は
限
定
し
ま
せ

ん
︒
詳
細
は
幌
延
河
川
事
務
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
︵https://w

w
w

.hkd.
m

lit.go.jp
/rm

/horonobe_
kasen/f6h4sv0000000xye.
htm

l

︶
を
ご
確
認
の
上
︑
幌
延
河

川
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
︒

︽
応
募
期
間
︾
９
月
１
日
︵
火
︶
ま
で

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

幌
延
河
川
事
務
所
河
川
課

☎
０
１
６
３
２
︵
５
︶
１
２
３
１

河
川
で
発
生
し
た

樹
木
を
配
布
し
ま
す

☎
０
１
６
４
︵
６
２
︶
１
２
４
６

・
北
留
萌
消
防
組
合
消
防
署
天
塩
支

所︵
天
塩
町
海
岸
通
５
丁
目
50
番
地
︶

☎
０
１
６
３
２
︵
２
︶
１
５
６
０

・
北
留
萌
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.kitarum

oi.com
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9月号へ掲載を

希望する方は、

8月12日（水）
までにお知らせください。

企画商工課広報情報係

掲載を希望される方へ

　

８
月
は
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

強
調
月
間
で
す
︒
道
で
は
︑
北
方
領

土
問
題
の
解
決
に
向
け
て
さ
ら
な
る

道
民
世
論
の
結
集
を
図
り
︑
国
の
外

交
交
渉
を
積
極
的
に
後
押
し
す
る
た

め
︑
旧
ソ
連
が
独
占
を
開
始
し
た
８

月
を
﹁
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
強

調
月
間
﹂
と
し
て
︑
道
・
市
町
村
及

び
関
係
団
体
が
相
互
に
連
携
し
︑
重

点
的
に
返
還
要
求
を
実
施
し
ま
す
︒

　

次
の
日
程
か
ら
役
場
庁
舎
１
階
に

北
方
領
土
返
還
要
署
名
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
し
ま
す
の
で
︑
ご
協
力
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
︒

︽
日
程
︾
８
月
１
日
︵
土
︶
～
８
月

31
日
︵
月
︶

︽
実
施
主
体
︾北
海
道
︑市
町
村
︑︵
独
︶

北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
︑︵
公
︶

北
方
領
土
復
帰
期
成
同
盟
︑︵
公
︶

千
島
歯
舞
諸
島
居
住
者
連
盟
︑︵
公
︶

日
本
青
年
会
議
所
北
海
道
地
区
協
議

会

　
﹁
北
海
道
苦
情
審
査
委
員
﹂
制
度

と
は
︑
道
の
機
関
が
行
っ
た
業
務
に

関
す
る
苦
情
を
︑
皆
さ
ん
に
代
わ
っ

て
︑
苦
情
審
査
委
員
が
公
平
で
中
立

な
立
場
か
ら
審
査
す
る
制
度
で
す
︒

　

皆
さ
ん
自
身
の
利
害
に
関
す
る
苦

情
で
あ
れ
ば
苦
情
審
査
委
員
に
申
し

立
て
が
で
き
ま
す
︒

　

審
査
の
結
果
︑
道
の
業
務
に
不
備

な
点
や
制
度
に
問
題
が
あ
る
と
き

は
︑
道
の
機
関
に
是
正
や
改
善
を
求

め
ま
す
︒

　

個
人
情
報
の
保
護
に
も
配
慮
し
ま

す
︒

　

申
立
書
は
窓
口
へ
持
参
す
る
ほ

か
︑
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
︵
電
話
や
匿
名

で
の
申
し
立
て
は
受
け
付
け
て
お
り

ま
せ
ん
︶︒

◆
窓
口
・
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

・
北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室
道
政

相
談
セ
ン
タ
ー

〒
０
６
０
-８
５
８
８　

札
幌
市
中

央
区
北
３
条
西
６
丁
目

FAX
０
１
１
︵
２
４
１
︶
８
１
８
１

✉

ku
jyou

.kou
eki@

pref.
hokkaido.lg.jp

８
月
は
北
方
領
土
返
還

要
求
強
調
期
間
で
す

北
海
道
苦
情
審
査

委
員
制
度
の
ご
案
内

登
記
手
続
案
内
の

完
全
予
約
制
に
つ
い
て

日
本
青
年
会
議
所
北
海
道
地
区
協
議

　

法
務
局
に
お
け
る
不
動
産
登
記
申
請

に
関
す
る
手
続
案
内
︵
対
面
に
よ
る
相

談
対
応
︶
に
つ
い
て
は
︑
完
全
予
約
制

を
導
入
し
て
お
り
︑
旭
川
地
方
法
務
局

稚
内
支
局
に
お
け
る
手
続
案
内
に
つ
い

て
は
︑
毎
週
火
曜
日
・
木
曜
日
︵
９
時

か
ら
11
時
30
分
ま
で
及
び
14
時
か
ら

16
時
30
分
ま
で
︶
に
対
応
し
て
お
り
ま

す
︒

　

当
支
局
で
の
不
動
産
登
記
︵
所
有
権

移
転
・
抵
当
権
抹
消
登
記
等
︶
の
申
請

書
類
の
記
載
事
項
や
必
要
書
類
の
一
般

的
な
説
明
を
希
望
さ
れ
る
お
客
様
は
︑

事
前
に
電
話
等
に
よ
り
予
約
の
上
︑
来

庁
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
︒

　
な
お
︑
予
約
さ
れ
ず
に
来
庁
さ
れ
た

場
合
︑
対
応
で
き
る
職
員
が
不
在
の
た

め
︑
対
応
を
お
断
り
し
て
お
り
ま
す
︒

　
ま
た
︑
旭
川
地
方
法
務
局
で
は
︑
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し

た
ウ
ェ
ブ
登
記
手
続
案
内
を
実
施
し
て

い
ま
す
︒
ご
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
︑

当
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
︒

◆
登
記
手
続
案
内
予
約
連
絡
先
◆

・
旭
川
地
方
法
務
局
稚
内
支
局

☎
０
１
６
２
︵
３
３
︶
１
１
２
２

・
旭
川
地
方
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

公
益
財
団
法
人
人
権
教
育
啓
発

推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
︑
ア
イ
ヌ
の

方
々
の
悩
み
を
お
受
け
す
る
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
を
設
置
し
て
い
ま
す
︒
嫌

が
ら
せ
︑
差
別
︑
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵

害
な
ど
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
︒

　

本
相
談
事
業
は
︑
公
益
財
団
法
人

人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
が
︑

厚
生
労
働
省
生
活
相
談
充
実
事
業
に

よ
り
実
施
す
る
も
の
で
す
︒

︽
相
談
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
︾

☎
０
１
２
０
︵
７
７
１
︶
２
０
８

受
付
時
間
︓
平
日
９
時
～
17
時
︵
た

だ
し
︑
12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除

き
ま
す
︶

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

公
益
財
団
法
人
人
権
教
育
啓
発
推
進

セ
ン
タ
ー

〒
１
０
５
-０
０
１
２　

東
京
都
港
区

ア
イ
ヌ
の
方
々
の

相
談
電
話
が
あ
り
ま
す

︵
ウ
ェ
ブ
登
記
手
続
案
内
︶

h
ttp

s://h
o

u
m

u
k

y
o

k
u

.
m

o
j.g

o.jp
/a

sah
ik

a
w

a
/

page000001_00299.htm
l

芝
大
門
２-

10-

12
Ｋ
Ｄ
Ｘ
芝
大
門

ビ
ル
４
階
︶

FAX
０
３
︵
５
７
７
７
︶
１
８
０
３
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　2026 年は十勝岳で大正泥流が発生して 100
年を迎える節目の年です。1926（大正 15）年 5
月24日に十勝岳が噴火し、高温の岩屑（がんせつ）
なだれが残雪を融かし、融雪型火山泥流が発生し
ました。泥流は富良野川と美瑛川を流下、発生か
ら 25 分余りで山麓に到達。多くの住民が巻き込
まれ、死者・行方不明 144 名、負傷者約 200 名
と甚大な被害をもたらしました。今年は、その大
正泥流から 100 年を迎えるということで、関係
各機関で「語り継ぐ」ための活動が行われていま
す。旭川地方気象台の取組として特設サイト作成
しました。大正泥流の被害、そして火山防災につ
いてご覧いただくことができます。

《「十勝岳 大正泥流から 100 年」
特設サイト》　

https://www.data.jma.go.jp/

　2026 年に入り十勝岳は火山活動が高まってお
ります。6 月 18 日には噴火警報を発表し警戒レ
ベルを「噴火警戒レベル２（火口周辺規制）」へ
引き上げました。実際に噴火は発生していません

大正泥流から 100 年

が、62-2 火口から概ね 1.5 ｋｍの範囲に影響を
及ぼす噴火が発生する可能性があります。地元自
治体などの指示に従って危険な地域へは立ち入ら
ないでください。また、火山活動は短期間で変化
することがあります。火山活動の情報は最新のも
のをご参照ください。
　また、積雪期には大正泥流のような「融雪型火
山泥流」が発生する恐れがあります。最新の火山
に関する情報の確認と合わせ、日ごろから避難所
の確認や非常持ち出し袋の準備など、災害への備
えをお願いいたします。特に冬季において避難経
路や非常時に必要なものが夏季を変わるため、季
節に合わせて見直しをすることも重要です。

《参考資料︓火山活動の状況（十勝岳）》
https://www.data.jma.go.jp/vois /data/
report/activity_info/108.html
asahikawa/shosai/kazan/taisholahar100.
html

◆お問い合わせ先◆
旭川地方気象台
☎０１６６（３２）７１０２
https://www.data.jma.go.jp/
asahikawa/index.html

　水中では腰や膝などの負担
が軽減され、不安なく運動で
きます。消費カロリーも高く、
ダイエットや体力づくりには
最適です。バスの定員があり
ますので、事前にお申込みく
ださい。

《行程》18:20 天塩町役場出発→ 18:45 幌延町民プール着→ 19:00 水中ウォーキング開始
→ 19:40 水中ウォーキング終了→ 20:00 幌延町民プール出発→ 20:25 天塩町役場着

《日程》① 7 月 27 日（月）　② 8 月 3 日（月）　③ 8 月 17 日（月）　④ 8 月 24 日（月）

◆お申し込み・お問い合わせ◆
ファミリースポーツセンター☎ 2-1873 もしくは右の QR コードからお願いします。

《主催》天塩町教育委員会　《協力》天塩町スポーツ協会　《主管》（一社）天塩スポーツ健康づくりラボ


